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CCSBT-ESC/0709/09

2006年にバリ・ベノア沖で操業した
インドネシアはえ縄漁業のミナミマグロ漁獲量
要旨
2006年にバリ・ベノア港に水揚げされたミナミマグロ及びその他のマグロ・カジキ類のはえ縄漁獲量を報告する。IOTCが推定したベノア港における総水揚量は、ミナミマグロが558トン、メバチが4,366トン、キハダが4,323トンであった。2006年には、さらに39.8トンのミナミマグロがシラキャップ港、バテレ港及びセレコ港に水揚げされた。2006年にインドネシアに水揚げされたSBTの総漁獲量は、2005年の1,724トンから598トンに減少した。ベノア港に水揚げされたマグロ・カジキ類の総漁獲量は12,433トンで2005年の13,147トンから若干減少した。2006年のベノア港の水揚げにおけるSBTの比率は2005年の12.9%から4.5%に減少した。
SBTの水揚げ減少の大部分は、2005年に比べて、はえ縄操業が全体的に低調であり、おそらく産卵場の南側における操業が低調であったか、又は、2005年より同水域におけるSBTの漁獲が少なかったことに起因すると思われる。2005年10月のインドネシアにおける燃油費の値上げは、漁業操業に深刻な影響を与え続けており、結果として操業パターンに変化を与えた。冷凍漁獲物の比率が大幅に高まっており、サンプリング・プログラムに新たな課題をもたらしている。2007年の第一四半期におけるベノア港の予備的なサンプリング・データは、2007年のインドネシアのはえ縄船団によるSBTの総漁獲量が2006年に比べて高水準にあることを示唆している。
　　　　　　　CCSBT-ESC/0709/10
インドネシアのはえ縄漁獲物における

SBTの体長及び年齢分布に関する最新情報
要旨
バリ・ベノア港沖で操業するインドネシアはえ縄漁業のミナミマグロの体長及び年齢データに関する解析結果を更新した。この漁業の2006/07年の体長組成データ及び2005/06年産卵期の年齢組成データを入手した。年齢組成データは14産卵期分が収集され、年齢別漁獲尾数は11期分が推定された。前回のCCSBT拡大科学委員会報告書のとおり、モニタリングを開始して以降、産卵場で漁獲されたSBTのサイズ分布に注目に値する変化がみられている。解析結果は次のとおり。
• 
1993/94漁期から2002/03漁期にかけ、サイズ分布の平均は188cmから167cmに落ち込み、直近4漁期は168cmから170cmの間に留まっている。
• 
2006/07漁期における165cm未満のSBTの相対的な豊度は前漁期同様であったが、190cm以上のSBTの割合はやや減少した。
• 
2005/06漁期の推定年齢は5才から38才に及んだ。5才魚のSBTが産卵場においてサンプルリングされたのは初めてである。
• 
年齢組成の中央値は19-21才(1994/95漁期から1999/00漁期)から13-14才(2001/02漁期から2005/06漁期)にシフトした。サンプリングされたSBTの平均年齢は2004/05漁期の15.3才から2005/06漁期の13.4才へと落ち込んだ。
• 
インドネシアの漁獲におけるSBTの性比率は引き続きメスに偏っている。しかし、メスの優占度は、過去8漁期において1999/00漁期の72%から2006/07漁期の63%と徐々に減少している。
CCSBT-ESC/0709/11
オーストラリアの耳石収集活動の最新情報: 2006/07
要旨
CCSBTにおいて、定期的な耳石の収集プログラムを維持すること、及び、科学委員会が耳石収集プログラムのサンプリング設計を策定し評価できるよう情報を科学委員会に提供することが合意されており、この合意に従い、オーストラリアにおけるミナミマグロの耳石サンプリングに関する最新情報を提示する。 2006/07漁期には、オーストラリアのSBT表層漁業から331個の耳石サンプルが収集され、西オーストラリア州及び南オーストラリア州で行われたCCSBT標識放流活動中に死亡した魚から 103個のサンプルが収集された。耳石収集用に表層漁業から集められた魚は、漁獲の全サイズを網羅していることから、年齢体長相関を確定するための十分な年齢査定ベースを提供する。しかし、現行のサンプリング・プロトコルは、体長クラスごとの一定耳石数、又は、この漁業の全体長クラスを代表するサンプル数を提示しておらず、依然として大型魚のサンプル数が不均等となっている。
CCSBT-ESC/0709/12

航空目視調査: 最新の豊度指数及び較正実験の予備的結果
要旨
2007年の科学的な航空目視調査から得られた予備的推定値は、2006年の推定値より低く、また1990年代中頃の平均レベルよりかなり低いものであった。トレンドは引き続き下がっているように見受けられるが、近年の推定値における高い不確実性(低調な調査活動及び目撃件数のため)は、このトレンドが偶然変動のみが原因でないと断定できないことを意味する。
航空目視調査の分析手法は昨年用いた手法と同じである。低い有効サンプリングの階層をより良く処理する変量効果拡張モデルは、いまなお検討中である。予備的な結果から、変量効果モデルから得られた相対的な豊度指数は現在の手法で得られるものと非常に似たものとなるが、より高い精度を達成出来る可能性が示唆された。
一機に一人のオブザーバーの場合と二人のオブザーバーの場合におけるSBT目視率を比較することを主目的とした大規模な較正実験を2007年に実施した(将来の調査が一人しかオブザーバーを配乗できないかも知れないという実態をふまえ)。データの初期調査は分析に関する潜在的な多くの課題を与えた。データ分析は、2007年のデータ分析に必要でないので、は2008年の調査に先立って完了する。
CCSBT-ESC/0709/13

オーストラリア表層漁業における商業航空目視活動：
2006/07年漁期を含めた最新情報
要旨
2006年12月から2007年3月にかけ経験豊富なマグロ・スポッターによる商業目視活動を通じ、オーストラリア大湾におけるミナミマグロ魚群の視認データが収集された。現在、目視データは6漁期(2001-02漁期から2006-07漁期)にわたり収集されている。大半の探査活動は、いずれの漁期においても 12月から 3月に行われ、探査海里当たりのミナミマグロの豊度が最も高かったのは、大陸棚の縁辺や沿岸部の海塊・岩礁周辺などの「中心的な漁業水域」であった。商業目視データは、漁業から独立したミナミマグロのノミナル及び標準化豊度指数(SAPUE指数: 努力単位当たり表層豊度)を得るために使用された。
CCSBT-ESC/0709/14

2006/07年のミナミマグロ資源の漁業指標
要旨
CCSBT科学委員会及びその前身の 3国間科学委員会が、少なくとも 1988年から行政官に提示しているミナミマグロ資源状況のアドバイスにおいて、漁業指標は重要な役割を果たしてきている。漁業指標は、近年の資源状況の変化についての全般的な見解を示すとともに、モデルに基づく評価に容易に取り込むことのできない情報が、モデルに基づく評価の結果と一貫した結果を示しているか査定することもできる。従って、漁業指標は資源評価プロセスの全般的な頑健性を測る重要な追加測定である。2006年、日本の市場及びオーストラリアの蓄養事業のデータの差異について、2つの独立レビューの結果が提示された。レビューから、1980年代半ば以降の総漁獲量、CPUE及びサイズ組成に関連する多くの指標が信頼できない可能性が示唆された。この文書では、レビューの影響を受けないものと受けるものをグループ分けし、2006年の文書と同じ指標を提示した。レビューに提起された不確実性による影響がない又はありそうもないと考えられるサブセットの漁業指標の解釈は制限した。
CCSBT-ESC/0709/15

産卵場におけるSBTの標準化されたCPUEシリーズを得るために
インドネシア水産学校のデータセット利用に関する最新情報
要旨
インドネシア水産高校の訓練生は、ベノア港を拠点とするはえ縄船団の漁獲量及び努力量のデータを含む日々の漁業操業の膨大な量の情報を蓄積している。2004年、水産高校(FHS)の‘オブザーバー’プログラムの漁業データを入力するプロジェクトが立ち上げられた。現在、データベースは2000年から今時点までの生徒によるログシートのデータを収容している。執筆時点(2007年7月)で、合計80,528のはえ縄セットがデータベースに入力され、6,257セットは2006/07に入力された。合計で1,453尾のSBTがこの期間における漁獲としてデータベースに入力された。
2005年、調査からのデータのサマリー及び非常に予備的な結果がCCSBTの作業文書として提出された(Basson et. al 2005, CCSBT-ESC/0509/17)。データのさらなる調査によって、FHS生徒が収集したデータの質、とりわけ漁獲の位置情報及び一部の種同定に関する懸念事項が惹起された。WASKIは、当初から、FHSのプログラムはそもそも頑健なオブザーバー・データを提供するために設計されておらず、これらのデータはどのような科学的分析においても‘慎重に’取り扱われるべきであると明言していた。しかしながら、データセットから抽出できる有益なCPUE情報が存在しうると思われるので、今なおFHSデータの徹底分析は無駄ではないと考えている。
FHS生徒の出港前訓練のレベルの改善は、FHSプログラムをより信頼性があり、かつ、より有用なはえ縄船団のオブザーバー由来データの源となりうるということを期待させる。
本文書は水産高校のデータ収集、これまでの調査及びこれらデータに基づくCPUEシリーズ開発の含意に関する最新情報を提供する。

CCSBT-ESC/0709/16

委員会の科学調査計画のレビュー
並びに現在の優先事項及び前進するための検討事項
要旨
CCSBTの科学調査計画(SRP)は、資源評価に使用できるデータの質の改善及び資源規模の将来のトレンドをモニターするために信頼できる指数の開発に貢献することを主眼において2001年確立された。SRPは4つの主要な要素からなる。1. 漁獲の特徴付け。2. CPUEの解釈及び分析。3. CCSBT条約によるタギング・プログラム。4. オブザーバー。これらの主要要素の成功をレビューする。SRPの6年間では最初の2つの要素については実質的に進展を見なかった。大量かつ継続的なSBTの過剰漁獲が少なくとも1990年代初頭からあったことが2006年に発覚したことにより、過剰漁獲の本質に関する追加的なデータ及び将来の漁獲量及び努力量の独立した監視なくして、これらの要素について進展する可能性を深刻な危険にさらした。条約によるタギング・プログラムはある程度成功した。南オーストラリア周辺水域における標識放流については成功した。一方、広域資源を推定する能力については、全水域におけるタギングの欠如、低い報告率及びはえ縄の報告率を推定する情報の欠如しており、信用できない。表層漁業における標識装着実験は推定報告率を与えたものの、最近の結果は推定値が完全に信用できない可能性があることを示唆している。はえ縄漁船については、標識再捕を独立して記録する十分なオブザーバー・カバレージによって報告率が推定されていると想定されたが、このカバレージは大多数の船団及び水域において実現していない。オブザーバー・プログラムはいくばくかの進展を遂げたとはいえ、全体的な平均カバレージはSRPの10%目標 をかなり下回っており、条約のタギング・プログラムの有意な推定報告率を与えるのに必要とされているレベル以下である。さらに、各国のオブザーバー・プログラムは、収集されたデータが分析用に未加工の状態でSCが利用可能となっていない点で、透明性が欠如している。これら要因の結果、オブザーバー・プログラムのアウトプットはSCが行う分析及び評価にほとんど影響を与えない。オブザーバー・カバレージの不足は、条約によるタギング・プログラム、特に成魚の資源要素についての最大の可能性を理解するというSCの能力を傷つけ続けている。また、漁獲量及び努力量のデータの高い不確実性は、短期間において効果的に対処されないかぎり、将来の漁獲量及び努力量のデータの信頼を著しく制限しそうである。多数の課題が、SRPの新たな作業計画の策定に際し、検討すべき事項として提起されている。漁獲量及び努力量の独立した検証、公海はえ縄漁船のオブザーバー・カバレージの改善並びにCPUEに依存しない漁業から独立した豊度指数の開発を最も重視する。

CCSBT-ESC/0709/17

管理手続き: 将来の手法に関するオプション
要旨
ミナミマグロを管理するための管理手続き(MP)の開発及び試行には多くの時間と資源が投下されてきた。CCSBT科学委員会(SC) が勧告し、委員会が採択したMPを実行しようとした時、大量の無報告はえ縄漁獲が発覚した。現在ある歴史的漁獲量、体長組成及びはえ縄CPUEに関する大きな不確実性は、意志決定ルールについての従前の試行結果が少ししか信頼できないことを意味する。この試行には、漁獲量、体長組成及びCPUE推定値に多くを依存する調整されたオペレーティング・モデル及び将来予測の手続きを用いたが、過剰漁獲の結果に由来する大きな不確実性は考慮されていない。また、試行されたすべてのMPは、日本船が報告したログブック・データから得られたCPUEシリーズという単独の情報に頼っていた。検証されていないログブック・データに基づくCPUEシリーズが、意志決定ルール(又はMP)の基礎を築くのに相応しい数量であるかという懸念が、未解決となっている。
管理手続きは漁獲量に関する科学的助言にとって最適な手法であると考えられる。しかしながら、どのような管理手続きも、意志決定ルールに用いられるデータが信頼性を有し、検証されていることが確保されているプロセスに関連付けられる必要がある。本文書ではSCが次の目的で使用しうるオプションを探求した。(1)現在のシミュレーション・モデルにおける歴史的漁獲量、体長組成及びCPUEの不確実性をモデルの調整された過去及び予測の両部分に処置。(2)意志決定ルールの基礎としてのインジケータ又は代替手法の近い将来における使用。歴史的データにおける大きな不確実性を多少でも減少させるために使用できる追加的な情報がなければ、異なる意志決定ルールを実行する信頼性のある確率的予測を得るために、不確実性(例 バイアス及び精度)を的確に定量化することは、不可能でないとしても、非常に困難であろう。そのような場合、“最良”及び“最悪”なケース・シナリオを特定することのみが可能となりうる。将来の作業のオプションについて、委員会にガイダンスを提供するために、SAG及びSCにおける検討の出発点となることを本文書の目的とした。
CCSBT-ESC/0709/18

近親遺伝学を利用した絶対的な産卵資源サイズの推定方法
要旨
インドネシア(産卵新魚)及びオーストラリア大湾(年齢が分からない若齢魚)のサンプルにおける親子関係を遺伝子による識別に基づき、SBTの絶対的な産卵資源サイズを推定する方法について説明する。方法はマーキング法に関連するもので、真の親魚尾数の推定値が与えられる(“有効集団サイズ”の遺伝学的な考えと無関係ではない)。漁獲量又はCPUEを用いないため、推定値は近年のSBT評価に関係するバイアス及び解釈上の問題に支配されない。方法の統計的根拠の説明し、頑健性についてコメントを述べ、背景となる遺伝学的研究及びサンプル収集の進捗を説明するとともに、将来計画を概説する。
CCSBT-ESC/0709/19

CCSBT SRP標識放流計画の標識回収データ解析の最新情報
要旨
CCSBT SRP標識放流計画の放流及び再捕データの解析結果を示す。Tag attrition modelを使用し、異なる標識放流グループのコホート及び年齢別の漁獲死亡率を、自然死亡率、標識脱落率及び報告率の推定値に条件付けて推定した(自然死亡率、標識脱落率、報告率の推定値は別の解析結果を利用)。推定された漁獲死亡率は漁獲データ及び年齢別漁獲データとは独立したものである。回収データには標識放流者及び放流年齢の影響が大きく見受けられる。標識装着の結果に基づく表層漁業の推定報告率は2005/06漁期においては0.21レベルまで下がった。この推定値を用いた結果、一部の年級において“非現実的に”高い推定漁獲死亡率となった。可能性がある理由を取り上げた。報告率に関する異なる仮定のために可能性のある範囲のみならず下界の値を求めることもできるとはいえ、報告についての問題は標識回収データの定量的な解釈を混乱させる。標識データが有益な漁獲死亡率の推定値を与えるならば、実際の報告率を上げ、報告率の推定手法の洗練の両方が急務である。
報告率の推定に関する問題にもかかわらず、標識回収の結果は、2才及びそれ以上の時に標識装着された魚の2才及び3才における2003年、2004年、2005年及び2006年の漁獲死亡率が高く、また場合により上昇することを示している。一方、西オーストラリアで主として行われている1才魚の放流に基づく漁獲死亡率は大幅に低い傾向がある。さらに、オーストラリア大湾(GAB)で12月に放流された3才魚は、放流されたのと同じ漁期に、高い回収率が得られた。概して、結果はGABの魚について高い漁獲死亡率を示しているが、全体的な若齢魚の個体数をどの程度代表しているかははっきりしない。
2000年、2001年、2002年及び2003年のコホートの 1才魚の回収数は、他の年齢クラスの放流魚に比べ、また1990年代の標識放流計画の回収数に比べても、不均等に低い。このことは、高い標識放流死亡率、高い自然死亡率又は 1才魚の空間動態の変化を示唆している。はえ縄漁業からの回収の空間分布からも、タスマン海への移動した標識放流魚の数が少ないことが示されており、空間動態が変化している可能性が示唆された(しかし、この点は報告率の問題と混同されているかもしれない)。Tag attrition modelの 2才魚の推定漁獲死亡率は、非常に低く、表層漁業の漁獲データと一致していないようである。表層漁業及びはえ縄漁業で漁獲された魚1000尾当たりの標識回収推定値からも、漁獲データとの不一致の可能性が示唆されている。特に、高齢魚の標識回収数に比べ、表層漁業における高齢魚の漁獲尾数が不十分に見受けられる。
CCSBT-ESC/0709/20

グローバル空間動態アーカイバルタグ・プロジェクトの最新情報
要旨
CCSBT SRPの一環として、オーストラリアはアーカイバルタグを利用したグローバル空間動態プロジェクトを開始した。ミナミマグロ若齢魚( 2 - 4才)の回遊水域全域(南アからニュージーランドまで)アーカイバルタグの装着放流を行い、ミナミマグロの移動、混合率及び異なる回遊水域における滞留期間を推定することを目的としている。現在、ニュージーランド、台湾及びオーストラリアの共同プロジェクトとして実施されている。今までのところ、他のCCSBT加盟国の協力を得て、プロジェクトを拡大するには至っていないが、今後の協力を歓迎する。アーカイバルタグは、ニュージーランド水域、オーストラリア水域及びインド洋中部水域で放流されている。2004年に88個、2005年に104個、2006年に129個、2007年は現在までに94個の標識が放流された。現在までに、2004年放流分の 88個の標識の内、初めてインド洋中部及びニュージーランドから回収されたものを含め、19個が再捕されている。
これまでに返却されたアーカイバルタグの移動パターンは、東方への広く移動した1990年代に放流されたものとは異なっている。
従って、西オーストラリア又は南オーストラリアの標識放流魚の再捕魚でタスマン海に移動したものはない。
CCSBT-ESC/0709/21

過去の標識装着実験及び2006/07年の標識装着活動
に基づくオーストラリア表層漁業の推定報告率
要旨
オーストラリアのミナミマグロ漁業において、まき網船で漁獲された魚を曳航いけすから蓄養いけすに移す際に標識を装着するというパイロット実験を 2002/03年に行った結果、 66.4%の標識装着魚が回収された。2003/04年、2004/05年、2005/06年及び2006/07年漁期においても、さらに標識装着を行った。この実験の主目的は、グローバルなミナミマグロ漁業の一部であるオーストラリア表層漁業の標識報告率を推定することである。ここでは、2006/07年の表層漁業の漁期における標識装着活動について報告する。さらに、2002/03年、2003/04年、2004/05年及び2005/06年漁期に実施した標識装着実験で得たデータ解析の報告と比較結果を示す。2003/04年の活動は、36の曳航いけすのうち22のいけすの魚を対象に行われ(前年は 37いけすのうち7いけす)、49.5％の魚から標識を回収した。2004/05年は、36の曳航いけすのうち34のいけすの魚に標識を装着し(前年より増加)、38.1％の魚から標識を回収した。2005/06年は、36の曳航いけすのう32のいけすの魚に標識を装着し(前年よりやや減少)、20.4％の魚から標識を回収した。2006/07年は、33の曳航いけすのうち29のいけすに標識を装着した。2006/07年の収穫作業は現在も続いているため、最終的な回収数はまだ確定していない。いずれの年においても、標識装着により魚が早期に死亡した、又は、魚に悪影響を及ぼしたという報告は入ってない。
2002/03年、2003/04年、2004/05年及び2005/06年漁期のデータ（標識脱落率の推定と分散も含む）の解析結果から、全いけすの加重平均報告率はそれぞれ 0.645(se =0.061)、0.482(se =0.052)、0.363(se =0.0076)及び0.215 (se = 0.025)となった。これらの推定報告率は、過去に期待された値によりも低く、また下降傾向が続いている。今後さらに検討しなくてはならない最も重要な統計的推定方法の問題は、特に実験対象となったいけすの代表性及び低レベルの報告率といった潜在的なバイアスである。標識放流計画について、業界関係者との直接的な連絡が減ったために、報告率が低くなっている可能性が示唆されている。2005/06年漁期の極めて低い推定報告率は、標識装着の結果が無作為の推定法国立を提供しているのか否かに関する疑問を提起している。
CCSBT-ESC/0709/22

2007/08年CCSBT SRPに対するオーストラリアの貢献として、ミナミマグロの成魚への電子タグを推進するためのCCSBT調査死亡枠利用の提案
要旨
CCSBT科学調査計画の一環として、ミナミマグロの成魚の空間動態を検証するための重要な標識放流計画イニシアチブを継続するため、5トンの調査死亡枠を要請する。
CCSBT-ESC/0709/23

オーストラリアが行うSRPに関連するすべての追加的作業の最新情報
要旨
本文書は、オーストラリアが行っているCCSBT科学調査計画(SRP)に関連するミナミマグロ調査に関する最新情報を提供する。本文書には参考文献及び文書(今次会合の)の一覧を収録しており、調査及び結果のより詳細を確認できる。

CCSBT-ESC/0709/24

マグロ蓄養のモニタリングに関するレビュー: 
地中海、メキシコ及びオーストラリア
要旨
現在、すべての商業的なマグロの‘蓄養’は天然で漁獲された魚を頼りにしている。漁獲時において経済的に生きている魚の体長及び体重を直接測定できないことは漁獲重量の正確な測定に課題を与えている。本報告書では世界(地中海、メキシコ及びオーストラリア)のマグロ蓄養事業においてこの課題を克服するために用いられている技術を比較した。
本報告書では、関係する地域漁業管理機関(RFMO)及びその他の文献が提供する漁獲量、成長率及び死亡率の推定に用いられる方法に関する情報をレビューした。業界関係者からの聞き取りから得られた情報も公開情報の補足に用いた。聞き取りを行った者は、地中海及びメキシコにおいて商業的にマグロの蓄養事業に参入している業界関係者である。
CCSBT-ESC/0709/25
SBTの遺伝子による識別
要旨
遺伝子技術はSBTの監視、管理及び取締り(MCS)の技術を補完する強力な手段になりうる。遺伝子サンプリングは、SBTを他のマグロ類から区別すること、及び/又は、小売店の店頭を含むサプライ・チェーンのどのポイントにおいてもSBTを‘合法’、‘非合法’に判別することに利用しうる。クォータ管理の目的でSBTを他のマグロ類から区別するための遺伝子テストはオーストラリアでは2001年から利用されている。また、遺伝子技術(種の判別及び‘フィンガープリンティング’ともに)は、日本及びその他の国において鯨類製品のトレード・フローを監視するために利用されている。CCSBTのMCS制度の一部としての遺伝子に関する手段の費用対効果については、CCSBT遵守委員会の論点となっている。
CCSBT-ESC/0709/26
資源評価のデータ要件
要旨
2006年、ミナミマグロの歴史的漁獲に関する2つの独立レビューが、CCSBTに提示された。オーストラリアの蓄養をモニタリングしたレビューは、オーストラリアの蓄養部門による漁獲の過小報告又は過剰報告の有無について結論付けることは出来なかったが、漁獲監視のアレンジメントの一部要素の正確性を検証するための利用可能なデータが不足していることを明らかにした。日本市場のデータに関するレビューは最低でも過去20年にわたり大量の過小報告があったと結論付けた。推定された過小報告漁獲量は、合計178,000トンに達する。
SBTの評価は漁獲量及び努力量における不確実性により信用できないものとなった。2006年においては、合意された漁獲量/努力量のタイム・シリーズ不在のなか、広範な漁獲量及び努力量のシナリオが資源評価グループ及び科学委員会会合において検討された。この“シナリオ”に基づく評価手法を継続することは望ましいものではないが、資源評価に用いる漁獲量及び努力量のデータについて、それらの値が健全な科学的根拠に基づいていないのであれば、‘妥協’した手法をとることもまた望ましいものではない。本文書は、現在CCSBTが利用可能な漁獲量及び努力量に関する情報を検討し、短期及び長期でこの情報に対応する手法を示唆するものである。
CCSBT-ESC/0709/27
2007年におけるオーストラリアのデータ提供に関する
BRSのコンポーネントの準備
要旨
オーストラリア政府を代表して地方科学局が提出した総漁獲量及び総努力量、船団ごとの漁獲量、引き伸ばし漁獲量、サイズ別漁獲量並びに非保持漁獲のデータ・セットは多数のデータベースに基づくものである。オーストラリア漁業管理局により収集、管理されている漁獲日報、投棄魚記録及び漁業オブザーバーの報告が主要なデータ・ソースとなっている。また、オーストラリアによる表層漁業及びはえ縄漁業のSBTの漁獲物は、蓄養ケージへの活け込み又は加工(はえ縄漁獲物の場合)の前に、契約した現場スタッフによってサンプリングされる。サンプル・データは代表的なサイズ組成及び平均体重の算出に使用されるサイズ及び体重の測定結果を含む。
関係のあるデータベース、スプレッドシート及びクエリー・スクリプトは、元になるデータ・セットの統合及び加工並びにCCSBTのデータ交換に必要になるデータ・ファイルの開発に使用される。エラーが確認された場合又は統計的手法が改善された場合、過去に提出されたデータは修正される。本文書は、データの統合手順を説明したフロー・チャートに加えてデータ収集のファックス様式を提供するものである。
CCSBT-ESC/0709/28

ステレオ・ビデオの実行可能性の評価及びSBT漁業の蓄養部門
に対する監視オプションの査定
要旨
商業的蓄養での活け込みの際にSBTの体長を推定するステレオ・ビデオの精度及び実用性は、今漁期と2007-08年の両漁期において評価されることになっている。今漁期、ステレオ・ビデオは、取りあげ前に固定されたポンツーンに移送される魚のサイズのサンプリングに使用される。取りあげ前の測定値は、ステレオ・ビデオによって収集された体長データの精度の確認に用いられる。2008-08漁期の実験は、種々の条件の下(例 視認性を変える)、曳航用いけすのサンプリングされた体長が既知のSBTについてステレオ・ビデオによる測定値の精度を調査する。また、サンプルのうち標識を装着した個別SBTの追跡及びビデオ分析の担当者の比較の方法も査定される。商業的環境におけるビデオ・サンプリング機器の頑健性及び種々の環境条件下でのアウトプットの比較可能性に関する評価は、次の研究目標である。
CCSBT-ESC/0709/29

オーストラリア表層漁業のCPUEデータに関する予備調査
要旨
SBTの‘蓄養’事業のための表層漁業(まき網漁業)は、1991-92漁期から始まり、1998-99漁期以降オーストラリアのSBT漁獲量の90%超を占めている。表層漁業のCPUEの統計的分析は、漁獲努力の定量化及び報告された選択性の変化における困難性のため、これまで試みられることはなかった。
表層漁業のCPUEデータの予備的分析を提示する。航空目視、漁獲の月、緯度、経度及びCPUEの環境要因といった変数の影響の調査にはGeneralised Additive Model(GAMs)を用いた。標準化されたCPUEのタイム・シリーズは、1998-2007における名目CPUEと非常に似たトレンドを示した。資源豊度を評価するためのCPUE分析の実用性は、表層漁業の限られた地理的範囲及び努力量データの制限の影響を受ける。表層漁業のCPUEデータの実用性は疑わしいところであるが、漁獲及び努力量のデータの収集及び分析の実行しうる改善を取り上げた。

CCSBT-ESC/0709/30

ミナミマグロの日本市場に関する追跡調査
要旨
2006年7月、CCSBTは、オーストラリア及び日本が合意した独立パネルによる日本市場に関するレビュー・リポート(JMR)を検討した。その後、CCSBTの資源評価グループ及び科学委員会は、2006年9月、パネルの結論がSBTの資源状況に与えると考えられる影響について検討した。2007年、オーストラリア政府は、パネルの一員であるクロール・ジャパンに、天然SBTに関するJMRにおいて独立パネルが得たデータ及び結論の検証と最新化のためのさらなる調査を依頼した。2007年の追跡調査は、市場内(せり)の比率、漁獲された魚の尾数及び体長の範囲並びに1985年から2005年の過剰漁獲量を推定するための小売りを含む、より広範な情報源を用いた。さらに、クロール・ジャパンには、漁獲と卸売市場への上場の間の時間差を調査することが依頼された。追跡調査によってJMRの推定より多くの過剰漁獲があったことが判明した。また、漁獲と卸売市場における販売の時間差について、CCSBT科学委員会が2006年にSBTの資源状況に与える過剰漁獲の影響の分析で仮定したものより短いことを示唆している。
CCSBT-ESC/0709/SBT Fisheries/Australia

オーストラリアのミナミマグロ漁業における2005-06年漁期

要旨

2007年の漁期報告書は、2005-06漁獲枠年を含むオーストラリアの漁獲量及び漁業操業についてまとめており、2006-07年漁期の予備的な結果の一部も示している。また、オーストラリアのミナミマグロ漁業及びオーストラリア漁業水域内で二国間協定に基づいて日本船が行った操業の歴史も記されている。
2005-06年はオーストラリア水域で23の商業漁船が 5308トンのSBTを陸揚げした。漁獲量の99.9% はまき網によって漁獲され、残りははえ縄によるものであった。7隻のまき網船が2005–06漁獲枠年内に操業を終了したが、これには生餌、曳航及び給餌用の船も関与している。まき網の操業は2005年12月中旬に開始され、2006年3月中旬に終了した。2006年11月下旬になお漁獲が見られたが、これは本漁獲枠年に分類される。

2005–06漁獲枠年の漁獲量は5308トンで、前年(2004-05)の5248トンと対比される。2005-06の漁獲量は、合意されたオーストラリアの国別割当5265トンを超過している。2005-06の国別割当を超過した漁獲量は2006-07漁期の保有割当から差し引かれる。2003–04漁期以降のまき網漁業の体長組成データは、より小型のものへのシフトを示している。オーストラリアの業界は、最近の漁期における2才魚と3才魚の混合、低い魚価、天候 がこのシフトに起因していると見ている。
2006-07漁獲枠年にオブザーバーがモニターしたのは、まき網の操業の 5.6% 、SBT の推定漁獲量の5.6%に相当する。また、2006年、オブザーバーは、SBTが回遊する月と海区において、東部まぐろ・かじき漁業のはえ縄セットの30.2%をモニターした。オブザーバーは、南西まぐろ・かじき漁業のはえ縄セットの2% をモニターしたが、3隻が操業したのみであった。
CCBST-ESC/0709/SBT Fisheries/New Zealand

ニュージーランドのミナミマグロ漁業の年次レビュー
序論
歴史的にミナミマグロの成魚及び若齢魚はニュージーランド周辺水域に分布していた。1960年代から1970年代にかけて、ミナミマグロの若齢魚は、夏季に北島の東岸及び西岸並びに南島の西岸に出現し、竿釣り及びトロールといった漁業で数トンが漁獲されていた。1970年代末から1980年代初頭にかけて、日本市場向けに出荷するための国内漁業の確立が進められた。1982年までに、日本のはえ縄船を使った手釣り漁業が確立され、漁獲物は船上で冷凍処理された。手釣り漁業は、1982年漁期に記録された 305トン(水揚量)をピークに、漁獲量は徐々に減少していったものの、はえ縄漁業がミナミマグロの中心的な漁法となる 1990年代初めまで続いた。
ニュージーランドのミナミマグロ漁業は、1989年以降、年に420トン(ニュージーランドの漁期－10月1日から9月30日)の漁獲枠が設けられている。漁獲枠を超過した年も何度かあるが、超過分は翌年に差し引かれ、調整されている（図 1、表1）。
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図1: ニュージーランド漁業年度別（ 10月1日から9月30日）のミナミマグロ漁獲量（トン、原魚重量）。年間の総漁獲量は、 1998/99年から 2000/01年については認定魚荷受人の報告から、 2001/02年以降については漁業権保有者の月間漁獲報告から得たものである。点線の横線は、 1989年から導入された 420トンの漁獲枠を示す。
現在、ほとんどすべてのミナミマグロの国内漁獲ははえ縄漁業によるもので、主に南島の南西岸沖(WCSI)及び北島の東岸沖(ECNI)において4月から7月に漁獲されている。南島の南西岸沖のはえ縄操業はほぼすべてがミナミマグロを対象としており、北島の東岸沖よりもミナミマグロの漁獲率は高くなっている。南島の南西岸沖で操業しているのは、主に用船船団の-60度の超低温冷凍船である。一般的に南島南西岸沖の水域の方が北島東岸沖よりも気象条件が厳しく、国内小型漁船はこの水域であまり操業しない。
北島東岸沖のはえ縄漁業は、国内の小型「氷蔵船」が中心で、通常、洋上で数日間過ごすが、ミナミマグロを対象としている船とメバチ漁業の混獲種としてミナミマグロを漁獲している船がある。
2004年 10月1日から、漁獲枠管理制度(QMS)がミナミマグロにも適用されるようになり、総商業漁獲可能量(TACC)は 413トンと設定された。ニュージーランドの国別漁獲枠は 420トンであり、残りは遊漁(4トン)、原住民(1トン)及びその他の死亡要因(2トン)に当てられている。QMSの導入により、従来の「オリンピック」方式が変更された。この導入が船団の整理統合につながったと見られている。
直近漁期(2005/06年)の漁獲量は過去 10年間で最低であった(264トン)。その主な要因として2点が指摘されている。1つはニュージーランドはえ縄漁業への新規加入魚の欠如にともなう漁獲されやすい資源量の低下(用船船団の継続的な低レベルのCPUEに示されている)、もう1つは国内船団及び用船船団の両方におけるはえ縄努力量の減少である。
CCSBT-ESC/0709/SBT Fisheries/Taiwan

2005/2006年の台湾のミナミマグロ漁業のレビュー
序論
過去においては、ミナミマグロは台湾マグロはえ縄漁業で主に混獲種として漁獲されていたが、はえ縄船に急速冷凍庫が装備されてからは、ミナミマグロを対象とした操業が行われるようになった。1980年代初めのミナミマグロの年間漁獲量は250トン未満であった（表1）。しかしその後、船団サイズと漁場の拡大に伴い、ミナミマグロの漁獲量は増加した。1989年以降、ミナミマグロの年間漁獲量は1,000トン以上となったが、1989年及び1990年は総漁獲量の約25％が流し網漁業によるものであった。1991年以降のミナミマグロ漁獲量は800トンから1,600トンの間で推移している。2006年の総漁獲量の予備的な推定値は963トンで、2005年の941トンから22トン増加した。2004年の台湾の超過漁獲分が158トンあったため、2005年の漁獲制限は982トンと設定した。
CCBST-ESC/0709/SBT Fisheries/Korea
2005/2006年の韓国のミナミマグロはえ縄漁業:
序説
ミナミマグロ(SBT)漁業は、韓国の遠洋漁業のうち最も後発である。韓国はえ縄船団によるSBT 漁獲量は1998 年を頂点に、近年まで減少を続けている。漁獲における魚種組成は、対象魚種が全漁獲の5.6%(2005年)、48.0%(2006年)を占め、残りはマグロ類、カジキ類、サメ類及びその他魚種となっている。韓国はえ縄船団は、はえ縄漁業による海鳥の混獲を削減するため、自主的にトリ・ラインを配備している。

事務局による翻訳
